
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020．７ 福祉情報 ＩＮＣＬＵ 
生きづらさに寄り添う、市民とともに 

新型コロナウイルス感染症の影響で休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、

生活福祉資金特例貸付の申込を９月末まで延長して受付することなりました。 

今治市社会福祉協議会地域福祉課 （今治市総合福祉センター内）  ＊平日 ８：３０～１７：３０ 

TEL 0898-22-6063 ＦＡＸ ０８９８－３４－６９１５ 

※お住まいの地域の今治市社会福祉協議会の支部でもご相談・申込を受付しています。 

Inclusive（インクルーシブ） 
「包み込む、共生」からとっており、一人ひとりの違いを認め、尊重し合い、 

支え合って地域でともに暮らしていこう、という意味を込めています。 

今治市社会福祉協議会 

ボランティアセンター 
 

ｔｅｌ 0898-22-6063 

fax 0898-34-6915 

-第２号- 

 

新型コロナの影響を踏まえた生活福祉資金特例貸付 ９月末まで延長 

「新しい生活様式」を取り入れた地域福祉活動の再開に向けて 

愛媛県は、６月１９日から新型コロナウイルス対策の警戒レベルを 3 段階で最も低い「感染縮小期」に

移行しました。不安を抱えながら生活している方々の孤立を防ぎ、つながりを絶やさないために、感染防

止の対策を講じつつ、『新しい生活様式』を踏まえた地域福祉活動が再開されることが求められます。 

～活動再開！地域に笑顔が～ 

Caring 
～支え合い～ 

６月２３日（火）立花カルチャーセンターで、立花地区社協主催による会配食サービ

スが行われました。今回は新型コロナ感染症対策として、参加者が向かい合わないよう

に配席することや、手作り弁当を業者に依頼することなどの工夫を行うことで、できる

限りみなさんが安心できる環境のなかで実施されました。 

 この行事の運営にあたった民生委員の鴨川真由美さん

からは、「少しでも楽しい時間を過ごしていただければと

思い実施した。また、みなさんと地域でお会いした時に

「楽しかった」「また誘ってね」と言ってくださるとうれ

しい」とお話を伺いました。会食に参加できなかった方へ

は同日に民生委員さんが中心となり、自宅まで届けられ

ました。 

         （地域福祉係 白石） 

「新しい生活様式を」取り入れた地域福祉活動再開チェックリスト 

□ 活動の思いや目的を話し合い、確認する □ 3 密を回避する活動やプログラムに見直しする 

□ 参加者・スタッフの連絡先を記した名簿を備える □ 参加者・スタッフの体調確認、手洗い、消毒を行う 

□ ドアや手すり、使用する備品の消毒・清拭を行う □ 屋内では 2 方向の窓を開放し、換気ができる 

□ 人の距離を２m 間隔をあけることができる □ 食事や飲み物は個包装されたものを使用する 

□ 激しい運動や作業を控え、適度に水分補給を行う □ お互いの体調などに気を配り、心のケアを行う 

 

※確認・留意する点の一例です。 

今治市における申込状況  総貸付数 延べ 595 世帯（総額 150,430,000 円）※令和 2 年 6月 25 日現在 

緊急小口資金［主に休業］１０万円以内（一定の要件を満たす世帯は２０万円以内） 

据置期間：１年以内 償還期限：２年以内  ※無利子 

総合支援資金［主に失業］単身世帯 月１５万円以内 複数世帯 月２０万円以内） 

貸付期間：原則３か月以内 据置期間：1 年以内 償還期限：１０年以内  ※無利子 
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福祉情報ＩＮＣＬＵ 

〈編集・発行〉 今治市社会福祉協議会地域福祉課（地域福祉係） 

〒794-0043 今治市南宝来町１丁目９－８ 今治市総合福祉センター内 

ＴＥＬ  ０８９８－２２－６０６３   ＦＡＸ  ０８９８－３４－６９１５ 

愛媛県「三浦保」愛基金助成事業     福祉情報ＩＮＣＬＵ-第２号-   生きづらさに寄り添う、市民とともに 

今治市社会福祉協議会ボランティアセンターも、「シトラスリボン運動」の趣旨に賛同し、この運動を広げます。 

生きづらさを抱える方々に心を寄せるご意見や活動を募集しています。 

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ 

日々、相談に来所される方の中に、刑務所から出所されて間もなく、新たな住まいや就労を求めている

方がいます。犯罪や非行をした人たちの中には、その背景に、様々な「生きづらさ」を抱え、周囲からの

援助や制度による適切な支援を受ける機会を逸している人たちが少なくありません。 

まずは、社会復帰をめざしている方々の存在とその人たちを支える活動に理解を深め、

地域全体で立ち直りを支えることが大きなチカラにつながります。 

イラスト「政府広報オンライン-暮らしに役立つ情報-」より引用 

つながろう 

気づこう 

自閉症スペクトラムで感覚過敏

があり、マスクを嫌がる 

臨時休校が続く間に、情緒不安定

になり、学校に行けなくなった。

新型コロナと「生きづらさ」～ＳＯＳに気づこう～ 

新型コロナウイルス感染拡大防止の生活環境の中で、環境に慣れない障害のある方や

子どもたちがいます。 

新型コロナと「豪雨災害」～いのちと暮らしを守るために～ 

「平成３０年７月豪雨災害」から２年となります。新型コロナウイルス感染予防下の

中で、分散避難や在宅避難が求められます。今後の大雨などによる災害に備え、家族

の避難場所や避難ルートの確認、地域での避難所の対応方法を話し合いましょう。 

法務省ホームページ 

毎年７月は、“社会を明るくする運動”の強調月間及び再犯防止啓発月間 

「幸福の黄色い羽根」は、犯罪や非行のない幸福で明るい社会を願うシンボルです 


